
14:10 パネルディスカッション（対面のみ）

13:25 基調講演（オンライン併用）

2026年度中央大学人権問題講演会

木11月19日

基調講演

FOREST GATEWAY CHUO 3階HALL
会場

時間

参加費

定員 （ 先着順・ 定員になり次第締切）

対象

無料

中央大学学生・教職員、一般

13:20〜14:40

13:20 開会

12:30 開場

14:40 閉会

【登壇者紹介】
自身の経験を通じて、脳や認知の特性の違いによって生じる生きづらさや社会的
障壁に問題意識を持ち、大学在学中の2021年にニューロダイバーシティ協会を
設立。以来、脳の多様性が尊重され、一人ひとりが自分らしく生きられる社会の実
現を目指して活動している。
健康医療ベンチャー大賞2024学生部門優勝。
Global Neurodiversity Initiative日本代表。
ウェブサービスの個人開発にも取り組む。

市田 悠貴 氏
一般社団法人ニューロダイバーシティ協会 代表理事

【お問い合わせ】

QRコード

会場：350名
オンライン（Teams）：1,000名

スケジュール

申込み

右のQRコードよりお申
込みください。

★聴講にあたってのお願い★
基調講演およびパネルディスカッション時の撮影・
録音はお控えください。

中央大学 学事部学事・社会連携課
TEL： 042-674-2137
MAIL :gakuji-grp(at)g.chuo-u.ac.jp
※メール送信時は(at)を@ に置き換えて送信してください。

日付

【組織紹介】一般社団法人 ニューロダイバーシティ協会
脳や認知の特性の違いによって生じる差別や偏見、社会的障壁の解消を目
指し、誰もが尊厳を持って自分らしく生きられる社会の実現に取り組む団体。
「Nothing about us without us（私たち抜きに私たちのことを決めないで）
」の理念のもと、当事者の声や経験を尊重し、多様な特性を持つ人々の権
利と社会参加を重視した活動を展開している。

「普通」のものさしを問い直す ―
なぜ脳の多様性は人権の問題なのか
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